
ボランティア依頼主

ボランティア活動の謝礼を受け取れる例

※ イメージ図

※ 以下の要件を満たす場合ボランティア活動の謝礼を受領しても差し支えないと判断される
○ ボランティアの謝礼が労働基準法に規定する賃金に該当しない
○ 介護サービス事業所は、若年性認知症の方がボランティア活動を遂行するための見守りやフォローなどを行う
○ ボランティア活動の謝礼を、介護サービス事業所が受領することは介護報酬との関係において適切でない
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若年性認知症の方に対応する都道府県相談体制の充実について
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※ イメージ図

若年性認知症の方への支援の課題
若年性認知症の方への支援は、医療、介護、福祉のみならず就労支援など多岐にわたることから、行政組織
の相談対応窓口が複数にまたがり、一貫とした対応が困難。

→各都道府県における相談体制のワンストップ化を図る

○ 市町村
○ 地域包括支援センター
○ 専門医療機関 等
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